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memo 奈良八景／江戸時代のガイドブック『大和名所図会』『奈良のしるべ』には、奈良（南都）八景が紹介されている。南円堂の藤・猿沢池の月・春日野の鹿・三笠山の雪・東大寺の鐘・雲
くも

井
い

坂
ざか

の雨・轟
とどろき

橋
ばし

の行
こうじん

人・佐
さ

保
ほ

川の蛍の８ヵ所、雲井坂と轟橋は今の県庁近く。 9
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memo 鹿のテリトリー／大仏さんと並ぶ奈良のシンボル・鹿の生息数はおよそ千二百余頭。観光客に愛想を振りまく姿を見て、すべての鹿が人なつっ
こいと思うのは大間違い。人の訪れない春日奥山や若草山頂の鹿は野性味たっぷり。その彼らにもテリトリーがあって混住はしない。
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奈
な

良
ら

公
こうえん

園　地図 P9①　
　奈

な

良
ら

坂
ざか

は、京都から奈良への入口である。昔から、山
やましろ

城と大
やまと

和をつない
でいた道である。この奈良坂を下っていくと、東

とうだい

大寺
じ

の大
だい

仏
ぶつでん

殿の大きな屋根
が浮き上ってき、そして、興

こうふく

福寺
じ

の五重塔がそれに重なるように見えてくる。
いまでは、このふたつの荘

そうごん

厳な古代建築の姿に、奈良県庁の近代建築のシン
ボルのような建物が重なり合ってみえるが、そこは、もう奈良公園なのである。
　ＪＲの奈良駅を降りれば、三

さん

条
じょう

通りを東へ。また、近鉄に乗って行けば、
近鉄奈良駅の地下のホームから地上に出ると、そこはひろびろとした登

のぼり

大
おお

路
じ

で、若
わかくさやま

草山を背景にした奈良公園の目前に立っていることになる。
　公園の中に、東大寺や興福寺、春

かすが

日大
たいしゃ

社、奈良国立博物館などがある。こ
の公園は、明治時代につくられたものだが、特別に囲いや塀で仕切られてい
るわけでもなく、ちょっと、ふつうの公園というイメージとは違うのだ。人
なつっこい鹿が芝生に遊び、人家や旅館の立ち並ぶ道がおのずと古代の大

だい

伽
が

藍
らん

へつながる。なにげなく歩いていると、ふと目の前に堂
どうとう

塔や大門が現われ、
またそれが木の間に隠れる。いうなれば、奈良公園は、古代の歴史の厚みを
もった自然公園なのである。
　もともと、そこは、平

へい

城
じょう

京
きょう

の坊
ぼう

城
じょう

の外にあって、奈良時代には「外
げ

京
きょう

」といわれていた。平城京は、1300年の間にすっかり姿を変えてしまっ
たが、外京はいまも、奈良公園となって、古代の姿をそこここに偲

しの

ばせてく
れる。

奈
な

良
ら

国
こくりつはくぶつかん

立博物館　地図 P9②　参照 P85
　東京・京都・九州と並ぶ4館しかない国立博物
館のひとつ。天

てん

平
ぴょう

文化発祥の地・奈良にふさわ
しい仏教美術の殿堂として知られ、「正

しょう

倉
そういんてん

院展」
などの特別展は全国的にも有名。木造薬

やく

師
し

如
にょらい

来坐
ざ

像
ぞう

（写真）などの仏像群をはじめ、「紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

地
じ

獄
ごくぞう

草紙
し

」「紫
し

紙
し

金
きん

字
じ

金
こんこう

光明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

」「刺
し

繍
しゅう

釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

説
せっぽう

法図
ず

」など、館蔵のコレクションには彫刻・
絵画・工芸・書とも国宝・重文を含む名品が多い。
　1998年春には、全国初の免

めんしん

震陳列ケースの採

奈良市総合観光案内所　
地図P8③　参照P86
　JR奈良駅のすぐ北隣にある奈
良市の観光案内所。館内には、
案内所はもちろん情報検索コー
ナーや奈良の伝統工芸品の展示
などがある。レンガ造りの建物は、
元々はＪＲ奈良駅の駅舎。昭和9
年に竣工した2代目で、寺院風の
外観と鉄筋コンクリート造りの折
衷様が面白い。
　JR奈良駅の高架化に伴い破棄
される所を、現在地まで回転・
移動させて保存・再利用した。エ
ントランス中央の平城京大極殿の
柱の朱色が目を引く。

奈良公園

西
新
館（
手
前
）と
東
新
館

奈
良
公
園

北
部

奈
良
公
園

memo 鹿の角きり／春日大社の神のお使いとして敬われてきた鹿は今も手厚く保護されている。とはいうものの牡鹿の角が人を傷つけては大
変、と毎年10月の日・祝日に鹿

ろくえん

苑で角きりが催される。スピードとスリルたっぷりの人気行事。1671年（寛
かんぶん

文11）、奈良奉行が始めた。 11

「名
めいしょ

所江
え

戸
ど

百
ひゃっ

景
けい

」をはじめ、鈴木春
はるのぶ

信・喜多川歌
うたまろ

麿・東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃらく

楽などの浮
うき

世
よ

絵
え

、染織・調度・武具など多数の風俗資料をもとに、昭和48年に開館し
た 近世・近現代美術中心の美術
館。現在ではこの「吉川コレクショ
ン」に加え、伝雪

せっ

舟
しゅう

筆「山水図屏
風」に代表される絵画・工芸品の

「由
ゆ

良
ら

コレクション」、須
す

田
だ

剋
こく

太
た

など現代絵画や版画の「大橋コレ
クション」、地元出身の陶芸家・
富
とみもとけんきち

本憲吉の作品等、館蔵品も充実
しており、現代美術をテーマとし
た特別展も随時開催されて、幅広い層の美術愛好家に親しまれている。

依
い

水
すいえん

園・寧
ねいらく

楽美
び

術
じゅつ

館
かん

　地図 P9⑥　参照 P82

　東
とうだい

大寺
じ

境内に隣接する池
ち

泉
せん

回
かいゆうしき

遊式の大規模な日本庭園で、国の名勝にも指
定されている。若

わかくさやま

草山や春
かすが

日山
やま

の山容や、東大寺南
なんだいもん

大門などを巧みに 借
しゃっ

景
けい

とした、古都の風
ふ

情
ぜい

の味わえる観賞庭園として名高い。園の入口左手にある
寧楽美術館は、瓦屋根の印象的な落ち着いた建物。地元出身の実業家・中村
準

じゅん

策
さく

氏のコレクションを基に設立されたもので、シルクロードの終着点・奈
良にふさわしく、古代中国の青銅器や古鏡、高

こうらい

麗・李
り

朝
ちょう

陶磁などのコレクショ
ンには定評がある。庭園と共通券で観賞できるので、気軽に訪れてみるといい。

吉
よし

城
き

園
えん

　地図P9⑦　参照P87
　依

い

水
すいえん

園の南に隣接する日本庭
園で、かつての興

こうふく

福寺
じ

子院・摩
ま

尼
に

珠
しゅいん

院の跡地にあたる。大正8年
（1919）に現在の建物と庭園が
作られ、現在奈良県が所有し公
開している。しっとりと落ち着い
たお庭で、四季折々の風情が楽
しめるが、杉

すぎごけ

苔の美しい苔庭や
秋の紅葉は名高い。

用など耐震面にも配慮した東新館がオープ
ン。従来の本館（なら仏像館）、西新館に加
えて展示スペースも大きく拡大し、混雑の緩
和、常設展示の充実、無料公開スペースの設
置など一層親しみやすくなった。2002年に
は青銅器館も常設展示としてオープンして
いる。明治28（1895）年に開館した重厚な
石造の本館（旧帝国博物館）は国の重要文化
財に指定されており、展示室内の装飾も見ど
ころのひとつである。

奈
な

良
ら

県
けんりつ

立美
び

術
じゅつ

館
かん

　地図 P8⑤　参照 P85
　吉

よし

川
かわ

観
かんぽう

方氏から寄贈された、歌
うたがわひろしげ

川広重

漢
かん

国
ごう

神社　地図P8⑧　参照P83
　推
すい

古
こ

元年（593）創建されたと
いう。境内の林

りん

神社は、室町時
代に中国から渡来し、日本に始め
て饅
まん

頭
じゅう

の製法を伝えた林
りん

浄
じょう

因
りん

を祀る。「まんじゅう祭」毎年4月
19日。

薬
師
如
来
坐
像（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）

葛
飾
北
斎「
瑞
亀
図
」（
奈
良
県
立
美
術
館
蔵
）

依
水
園
庭
園
と
青
磁
象
嵌
双

北
部

奈
良
公
園

氷
ひ

室
むろ

神社　地図P9⑨　参照P86
　見事なしだれ桜が神社の前に
あり、その時期と毎年5月1日に
行われる献

けん

氷
ぴょう

祭
さい

期がにぎやか。
全国の氷業者が集まり、鯛と鯉
を凍結させた高さ1メートル程の
氷柱を奉納する。

memo 依
い

水
すいえん

園のとろろ膳／奈良に数少ない名園の一つが依水園。東大寺南大門や若草山を借景とした贅沢な庭だ。このたぐいまれな環境
に包まれて食事をすることが出来る。里の味ともいうべき滋味豊かな麦飯とろろがそれ。抹茶だけでもOK。



12

興
こうふく

福寺
じ

  世界文化遺産 　地図 P8⑩　参照 P73
　登大路の県庁前を南へ、芝生の間をぬけて行けば、そこは興福寺の寺

じ

域
いき

だ。
　この寺は、まるで現在の平城京の運命を物語るように、数奇な波乱にみちた歴
史をたどってきた。はじめは、藤原氏の氏

うじでら

寺として、山
やましろ

城に建てられた山
やましなでら

階寺が、
飛
あすか

鳥に移され、平城遷
せん

都
と

とともに、現在の地へ建てられたという。そして、藤原
氏と皇室の関係が深まるにつれて、興福寺の力も強くなり、南

なん

都
と

七
しちだい

大寺
じ

のひとつ
として君

くんりん

臨した。
　都が京都へ移されてからも、京都の延

えん

暦
りゃく

寺
じ

と対抗する力をもち、「南
なん

都
と

北
ほくれい

嶺」
ということばさえ生まれたが、平安時代末期、平

へい

家
け

が南都焼
やき

討
う

ちを行い、興福寺
の堂塔を焼払ったのが、最初の大きな波乱だった。
　江戸時代には大火に見舞われたこともあったし、最も大きな打撃は、明治初年
の廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

運動だった。
　それまでの日本は、何百年もの永い間、神社と寺院は同居して、神

しんぶつこんこう

仏混淆の
信仰が受け入れられていたが、明治維新とともに「神仏分離令」が布告され、日
本中に仏教排

はいせき

斥の動きが起った。仏
ぶってん

典や経
きょう

典
てん

は捨てられ燃やされ、仏像や宝
ほう

具
ぐ

が壊された。興福寺の五重塔も売りに出され、５円で買い受けた者がいた。とこ
ろが買ったものの、塔を壊してくずにするのに大変な手間や金がかかるので、買い
主が困って放っておくうちに、仏教排斥運動の嵐もおさまって、五重塔は解体され
ずにすんだというのである。
　そんな運命を象徴するように、現在の興福寺の境内も、松林の中に寂

さび

しげであ
る。全盛期から比べれば10分の１の広さもなく、雄大だったと伝えられる南大門も、
土
ど

壇
だん

と敷
しき

石
いし

を残すばかりだ。
　現在の境内は、だいたい、登大路と三条通りの間にはさまれた部分だけで、南
大門跡へは三条通りから入る。
　有名な猿

さる

沢
さわの

池
いけ

は、三条通りの南、南大門跡の反対側にある。小さな池だが、
水面はいつもおだやかで、散策の足をしばし留めさせる。見上げると、高く興福
寺の五重塔がそびえている。池の水面に映る塔の影と、柳の織りなす情景も細や
かで、美しい池である。昔、帝

みかど

の寵
ちょう

愛
あい

を失なったのを悲しんだ采
うね

女
め

が、この池
に身を投げたという。この言伝えにちなんだ采女祭が、毎年９月に池の上でくりひ
ろげられる。

廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

・神
しん

仏
ぶつ

混
こん

淆
こう

　仏教が伝来した時、既に日本
特有の神が信仰されていた。やが
てこれらは混ざり合って独自の姿
に融合していった。これを神仏混
淆という。幕末になった頃には神
社と寺院は同居しており、仏像を
神社のご神体とすることもあった。
これらを神宮寺（別当寺・神護寺・
宮寺など）という。
　ところが明治維新の王政復古で
は、神道を国教として古代以来の
神仏混淆を禁じた。結果、仏教の
排
はい

斥
せき

運動がおこり、約7年間で全
国の寺院の半分が廃寺となったと
いう。これを廃仏毀釈という。

三条通　もちいどの　東向通
地図P8⑪
　三条通はJR奈良駅から猿沢
池に通じる市街のメインストリー
ト。春日大社へと続く参道にあた
る。三条通から奈良町に向かうと、
24時間TVでおなじみの「もちい
どの商店街」がある。海のない奈
良の地で工夫されたかまぼこ、さ
つま揚げの専門店、100余年の
歴史を誇る「魚万」がある。
　東
ひがし

向
むき

通は、近鉄駅前から三条
通を南北に結ぶ老舗商店街。土
産物店、飲食店、レジャー産業等、
個性的で多様な店がある。奈良
漬の山崎屋では、見た目にも豪
華な茶粥御前が食べられる。

三
条
通

も
ち
い
ど
の

北
部

奈
良
公
園

東
向
通
　

興
福
寺
五
重
塔

memo 興福寺に松はなかった？！／現在の興福寺境内は奈良公園の一部となり、寺としてのまとまりに欠けている。松林・芝生・鹿が堂と
堂の間を埋めているのも理由のひとつ。寺では境内復元を目指し、枯れた松の後には植えず、天平の姿に戻す計画。 13

　興福寺の建物には鎌倉時代のものが多い。それは、南都焼討ちのあとの再建
（南
なん

都
と

復
ふっ

興
こう

）の遺産である。
　南大門跡の奥にある中

ちゅう

金
こん

堂
どう

はおよそ300年ぶりの平成30年（2018）10
月に再建されたものだが、薬

やく

王
おう

・薬
やく

上
じょう

菩
ぼ

薩
さつ

立像や大
だい

黒
こく

天
てん

立像、四天王像な
ど中に納められている仏像は優れた鎌倉仏たちである。毎年1月1日〜7日に
は厨

ず

子
し

入り木造吉
きっ

祥
しょう

天
てん

倚
い

像
ぞう

が開帳されている。
　中金堂を西へ歩いていくと、草深い中から八角の形をした北

ほく

円
えん

堂
どう

の姿が見
えてくる。承

じょう

元
げん

２年（1208）、鎌倉初期の力にあふれた建物である。運
うんけい

慶が作っ
た弥

み

勒
ろくぶつ

仏坐
ざ

像
ぞう

や無
む

著
ちゃく

菩
ぼ

薩
さつ

・世
せ

親
しん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

、四天王が安置されている。
　北円堂から南

なんえんどう

円堂へ回る角に、「薪
たきぎ

能
のう

金
こんぱる

春発
はっ

祥
しょう

の地
ち

」碑
ひ

が立っている。
そこを過ぎるとなんとなく人の気配が多くなる。南円堂は西

さいごく

国三十三ヵ所の第
９番目のお札

ふだ

所
しょ

なのである。南円堂の本尊は、不
ふ

空
くうけん

羂 索
じゃく

観
かんのん

音菩
ぼ

薩
さつ

の坐像
で、運慶の父康

こうけい

慶がつくったという鎌倉初期の木
もく

彫
ちょう

仏である。建物は寛
かん

保
ぽ

元
年（1741）、江戸時代のもの。　
　南円堂の右わきには、お地蔵さんや観音様が祀

まつ

られていたりするが、左の
方のちょっと低い所には、三重塔が立っている。7月7日のみ内陣が公開され、
初層の中央にある4本の柱（四天柱）にはX状に板が張られており、仏画も描
かれている。五重塔の雄大な姿に隠れて目立たないが、美しい塔である。や
はり鎌倉時代に再建されたものである。

自転車置場
奈良公園
案内図

時計塔

よしだや旅館

車止 車止

登大路

車止

車止

WC

WC

369

北円堂

卍一言観音

薪能金春発祥の地碑
西金堂跡の碑

南円堂 大燈籠
三
重
塔

采女神社 猿沢池

仮講堂

中金堂

灯籠

南円堂勧進所・納経所

南円堂授与所
南大門趾

般若の芝

国宝館

拝観受付
拝観受付

東金堂

五重塔

有
料
Ｐ

本坊

菩提院大御堂

大湯屋

興福寺 N

石
いし

子
こ

詰
づめ

伝
でん

承
しょう

地
ち

　地図P8⑫
　かつては、鹿は春日大社の使
いとされていた。神鹿を殺めれば、
ともに穴へ入れられ、石を投げこ
む “石

いし

子
こ

詰
づめ

” の死刑とされたとい
う。興福寺の稚

ち

児
ご

の三作がその
刑に処された地と伝えられる。

興
福
寺
中
金
堂

興
福
寺
南
円
堂

興
福
寺
三
重
塔

北
部

奈
良
公
園

碧
あお

い眼だった阿
あ

修
しゅ

羅
ら

／興福寺国宝館に鎮まる阿修羅像といえば、数ある大和路の仏像の中でもひときわ人気が高い。美少年のようと
も、美少女のようともいわれるが、美術院が残された塗料を分析し復元したところ、眼は碧く金髪、赤い肌の異

い

形
ぎょう

の神だった。memo

釆
うね

女
め

神社　地図P8⑬
　猿沢池のほとりにある鳥居を背
にした珍しい後ろ向きの神社。自
ら池に身を投げた采

うねめ

女の供養に
建てられたが、見るに忍びないと、
一夜のうちに後ろ向きになったと
伝えられる。
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飛
あすか

鳥の遺
い

跡
せき

と石
せきぞう

造遺
い

物
ぶつ

地図P61　参照P76・77・75・74
　飛鳥寺の南東の小高い丘の上
にある酒

さかふね

船石は、厚さ1ｍ、長さ
5.3ｍ、幅は一番広いところで2.27
ｍという花

か

崗
こうがん

岩でつくられた不思
議な石造物。飛鳥時代につくら
れたものといい、平たく削られた
石の表面に溝や窪みがつけられて
いて、酒や油を絞る漕

ふね

だったとか、
いろいろ伝えられているが、いま
だに定説はない。
　伝

でん

飛
あすか

鳥板
いた

蓋
ぶきの

宮
みや

跡
あと

は、酒船石
の丘を降りた田

た

圃
んぼ

の中。皇
こう

極
ぎょく

４年
（645）、蘇我入鹿が暗殺された所。
敷石や大井戸の跡に加えて、門や
石敷、一本柱列跡なども発掘され
ており、飛

あす

鳥
かのきよ

浄御
み

原
はらの

宮跡に比
ひ

定
てい

する説もある。
　伝飛鳥板蓋宮跡から飛鳥川を
隔てて西側には川

かわら

原寺
でら

跡がある。
古代の伽藍配置の中で重要なひ
とこまを占める川原寺の遺構が、

山
やま

田
だ

寺
でら

　地図 P61・54⑫　参照 P87
　国の特別史跡に指定されている山田寺は、いまはその跡地に小さな観音堂
があるだけだが、７世紀の終わり頃には立派な伽藍を誇っていた。昭和57
年（1982）秋に出土した東回廊と推定される木製連

れん

子
じ

窓
まど

や柱などの遺
い

構
こう

に続
き、平成８年（1996）には南回廊と建築物の遺構も発掘されている。現在で
は東回廊の出土部材のうち保存状態のよかった部分を飛鳥資料館にて展示し、
法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

より半世紀も古い山田寺の威容を示している。

高
たかまつづかへき

松塚壁画
が

館
かん

　
地図 P61⑬　参照 P84
　昭和47年（1972）に発掘さ
れた高松塚古墳は、その規模
や出土品よりも、石室内に描
かれた極

ごくさいしき

彩色の壁画によって
一躍全国的なブームとなった。
保存のため石室内の見学はで
きないが、天井に描かれた星

せい

宿
しゅく

（星図）、四方を守るとさ
れる四

し

神
しん

、男女の群像など、
古墳に隣接する高松塚壁画館
で、その精密な複製をじっく
り鑑賞することができる。

甘
あま　かしの　おか

樫 丘　地図 P61⑭　参照 P82
　高さ148ｍの小さな丘を登ると、遠く金剛山系から大和三山、藤原京、飛
鳥京など大和国原の美しい風景が広がっている。
　この丘の麓には蘇

そ

我
がの

蝦
えみ

夷
し

と蘇
そ

我
がの

入
いる

鹿
か

の親子の邸宅があり、その権勢を誇っ
ていたという。大化の改新以前のことである。近年、東麓から7世紀頃の建
物跡が発見されており、邸宅跡でないかといわれている。

酒
船
石

石舞台

高松塚壁画（西壁女子群像）

南
部

飛
鳥

山田寺跡

石
いし　ぶ　たい

舞台古墳
　地図P61・54⑮　参照P82
　岡寺の南の方には石舞台
古墳がある。巨大な石が積
み重ねられた横穴式石

せきしつ

室の
古墳である。30数個の岩の
総重量は推定約2300トンで、
一番大きな石で約77トンも
ある。飛鳥文化の壮大さと底
深さを考えさせられる。こ
の古墳はまた蘇我馬

うま

子
こ

の墓
だともいわれている。

memo 橘寺精進料理／聖徳太子生誕地に立つといわれる橘寺では、住職夫妻の手作りになる精進料理を味わうことが出来る。百
ゆ

合
り

の花・豆
乳・生麩

ふ

といった精進料理ならではの素材を使いながらも、豊かで多彩な一品一品に仕上げている。要予約。 65

てお詣りする人がひきもきらない。境内の、高さ20mの巨大な石
造大観音像や長さ8mの涅槃像、釈迦の一生を描いた長さ50mの
レリーフが参拝者の目を見張らせる。

くっきりと残されている。
　岡寺の西方、橘寺の西には
亀
かめいし

石がある。亀のうずくまったよ
うな形をした巨岩だが、平安時
代の頃から亀石と呼ばれていると
いう。何に使ったものかよく分か
らない。条理の境界標だともいわ
れている。ともかくこの石は少し
ずつ移動していて、亀の顔にあた
るところが、東から南西へ大

だい

分
ぶん

回
転したという。そして、これが西
を向くとき、付近一帯は海になる
といわれている。
　この亀石の近くには鬼の俎

まないた

、鬼
の雪
せっちん

隠などという石造物がたくさ
んある。なかには、ほんとうに何
のために使われたのか分からない
大きな石があって、飛鳥古代人の
文化の謎めいた一面をのぞくよう
だ。

亀
石

鬼
の
雪
隠

鬼
の
俎

キトラ古墳壁画体験館〜四
し

神
じん

の館
やかた

〜　
　地図 P61⑯　参照 P83
　特別史跡キトラ古墳を周辺の自然環境や田園環境とあわせて一体的に守る
とともに多くの人が飛鳥の歴史や文化、風土を味わい過ごせるよう整備され
た国営飛鳥歴史公園の１地区のキトラ古墳周辺地区に「キトラ古墳壁画体験
館　四神の館」がある。ここではキトラ古墳や壁画について分かりやすく楽
しく学ぶことができる体感型施設となっており、実物大のキトラ古墳の石室
や壁画の精巧なレプリカ、４面マルチビジョンによる壁画の映像、飛鳥時代
の生活をあらわしたジオラマ、シアターなどによる解説を楽しむことができる。
　このほか飛鳥の歴史や自然と触れあうことができる体験プログラム（勾玉
づくり、海

かい

獣
じゅう

葡
ぶ

萄
どう

鏡づくり、古代ガラス製作　※有料・要予約）を行っている。
※期間限定でキトラ古墳壁画の実物も見ることができる。（事前申込）

南
みなみ

法
ほっ

華
け

寺
じ

（壺
つぼさか

阪寺
でら

）　
　地図 P61⑰　参照 P87
　人形浄

じょう

瑠
る

璃
り

「壺坂霊
れいげん

験記
き

」で有名な千
せんじゅ

手観音が祀られている壷阪寺は、西
国三十三ヵ所の６番目のお札所。創建は、大

たいほう

宝年間（701〜703）か養
ようろう

老年
間（717〜724）といわれている。山深く高い嶺に、いまもバスや車を連ね

原寸大石室 古代ガラス製作風景



76

屋根の形式

切妻造り
きり づま

入母屋造り
いり やも

寄棟造り
よせ むね

宝形造り

四天王寺式 薬師寺式

法隆寺式 東大寺式

法起寺式

飛鳥寺式

川原寺式 大安寺式

ほうぎょう

宝珠（ほうしゅ）
龍車（りゅうしゃ）

水煙（すいえん）

宝輪（ほうりん）

請花（うけばな）
伏鉢（ふくばち）
露盤（ろばん）

塔
の
相
輪

心柱（しんばしら）

四天柱（してんばしら）

尾 （おだるき）

側柱

講堂

金堂

塔

中門

南大門

回廊 回廊

講堂

金堂

中門

南大門

回廊
西塔

西塔

西塔

東塔

東塔

東塔

回廊

（がわばしら）

基壇（きだん）

台輪（だいわ）

間斗束（けんとづか）
頭貫（かしらぬき）
腰長押（こしなげし）

地貫（じぬき）

地覆石（じぶくいし）

講堂

講堂

講堂

金堂塔

塔

塔

中門

中門

南大門

回廊 回廊

講堂

金堂西金堂

中金堂

中金堂西金堂 東金堂

塔

中門

南大門南大門

南大門

回廊 回廊

講堂

金堂

中門

講堂

金堂

中門

南大門

南大門

回廊

回廊 回廊

回廊

回廊

回廊 回廊

回廊

伽藍配置図

中門

鑑
賞
の
手
引
き
　（
屋
根
の
形
式
・
伽
藍
配
置
図
）
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　奈良が多数所有する国宝や重要文化財の仏像を鑑賞した際、基礎知識が少しあるだけで興
味や理解が一層に深められます。72ページで各寺院がどんな種類の国宝の仏像を所有してい
るのか確認しながら見学しましょう。

仏像鑑賞がおもしろくなる基礎知識

釈
しゃ

迦
か

如来・・・仏教の開
かい

祖
そ

　　
　例【法隆寺 (P38)、室生寺 (P57) など】
薬
やく

師
し

如来・・・病を治してくれる医者。　
　例【奈良国立博物館（P10)、薬師寺 (P31) など】主に奈良時
代
阿
あ

弥
み

陀
だ

如来・・・来世における幸福を約束してくれる　
　例【法隆寺 (P38) など】主に平安時代
大
だい

日
にち

如来・・・仏教の流れの一つ「密教」の世界の中心にいる
例【東大寺（P16）、唐招提寺 (P28) など】

③ 明
みょう

王
お う

　如来の使者であり、煩
ぼん

悩
のう

のとりこになっている人々を教
化するため、恐ろしい顔つき（忿

ふん

怒
ぬ

の相）でもって、屈
くっ

服
ぷく

させ救済する。蛇
へび

、ドクロなどや、あらゆる武器を持っ
ており、背中に激しく燃え上がる火が特徴的。
不
ふ

動
どう

明王…大
だい

日
にち

如来の化身。右手に剣、左手に羂
けん

索
さく

（縄）
を持ち、青黒色の全身に火

か

焔
えん

を負う姿が一般的。
降
こう

三
さん

世
ぜ

明王…明王のナンバー２。過去、現在、未来の三世
の煩悩を降伏させる。足でヒンズー教の神を踏みつけている。

④ 天
て ん

　仏の教えに接してから仏教
の守護者となった神々で
あり、現世利益的な信仰を集
めるものも多数存在している。
寺院の入口の門の両脇や、本
尊の周辺、仏壇の周囲に安置さ
れていることが多い。姿も様々で、
鬼や妖怪なども属していることがある。

梵
ぼん

天・・・バラモン教の最高神のひとつだが、
釈迦に帰

き

依
え

し仏法の守護神となる。基本、
顔が四面ある。例【唐招提寺 (P28) など】
帝
たい

釈
しゃく

天…元々は英
えい

雄
ゆう

神
しん

インドラ。戦闘
好きで酒好き淫

いん

乱
らん

といった人間味がある神で、衣の下に
鎧
よろい

を着込んでいる。象に乗っている姿もある。
　例【唐招提寺 (P28) など】
吉
きっ

祥
しょう

天…数ある女神の中でも有名であり、毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

の妻
ともされている。美と富を象徴し、頭上に宝冠、宝珠を
持っている姿が一般的。
　例【法隆寺 (P38)、薬師寺 ( 画 )（P31）など】
金
こん

剛
ごう

力士…お寺の門の両脇で護衛をしている姿が見かけ
られる。口が開いている方を阿

あ

形
ぎょう

、閉めている方を吽
うん

形
ぎょう

といい、「阿吽の呼吸」の語源になっている。
　例【興福寺 (P12)、東大寺（P16）など】
十二神将…薬師如来の世界とそれを信仰する人々を守る
大将。甲

かっ

冑
ちゅう

を着けた武将の姿で12体もの群
ぐん

像
ぞう

がそれぞ
れ個性的なポーズをとっている。
　例【興福寺 (P12)、新薬師寺 (P21) など】
四
し

天
てん

王
のう

…持
じ

国
こく

天
てん

、増
ぞう

長
ちょう

天
てん

、広
こう

目
もく

天
てん

、毘沙門天（多聞天）の4
人。帝釈天に仕え、足で邪鬼を踏みつけている姿が大半。
例【東大寺（P16）など】
阿
あ

修
しゅ

羅
ら

…八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

の一人。戦闘神ともいわれており、三つ
の顔と六つの腕をもち、それぞれが違う表情をしている。
　例【興福寺 (P12) など】

仏像とは？
もともと仏教を開いた釈

し ゃ

迦
か

の姿を表したものですが、地域と時代によって仏像の様式などは
変わっていきました。基本的には如来、菩薩、明王、天の4つに分類されています。

① 如
に ょ

来
ら い

　悟りを開いた者。仏
ぶっ

陀
だ

ともいう。当初は釈迦
如来だけだったが、後
に仏教の教

きょう

義
ぎ

が多
た

様
よう

化
か

し、多くの如来が考え
出された。全身を覆

おお

う
一枚の衲

のう

衣
え

を身に着け
ている事や、髪の毛が
螺
ら

髪
ほつ

と呼ばれるぶつぶ
つである特徴がありま
す。

② 菩
ぼ

薩
さ つ

　如来に向けて、悟りを求めて修
行している者。出

しゅっ

家
け

する前の在
ざい

家
け

の人間であったため、髪
かみ

を豊
かにたくわえ、宝

ほう

冠
かん

や腕輪、首
飾りなど装

そう

飾
しょく

品
ひん

をたくさん身に
着けている特徴がある。

観
かん

音
のん

菩薩・・・慈
じ

悲
ひ

の仏。一
ひと

茎
くき

の
蓮
はす

をもっているのが特徴
　例【興福寺 (P12）、法隆寺 (P38)、

法華寺（P24）、聖林寺（P55）など】
弥
み

勒
ろく

菩薩・・・やがて仏（如来）に
なることが決まっている未来仏
　例【興福寺 (P12）、當麻寺（P45）

など】
地
じ

蔵
ぞう

菩薩・・・大地を象徴する菩
薩。右手に錫

しゃく

杖
じょう

、左手に宝
ほう

珠
じゅ

が
一般的
　例【法隆寺 (P38) など】

法
隆
寺
釈
迦
如
来
像

法
華
寺
十
一
面
観
音
立
像

東
大
寺
多
聞
天
像
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奈良社寺・文化施設一覧

お

う

い

あ 秋篠寺
（あきしのでら）

0742-45-4600　奈良市秋篠町757　
近鉄「大和西大寺」駅北口から奈良交通バス「秋篠寺」

（所要6分）、すぐ
9時半〜16時半　 高校生以上500円、中200・小100円　

【所要時間】20分　 22/22

飛鳥資料館
（あすか）

0744-54-3561　高市郡明日香村奥山601　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「明日香奥山・飛鳥資料館西」（所要20分）、徒歩
2分

9時〜16時半（入館は〜16時
【休み】月曜（祝日の場合翌日）・
12/26〜1/3

大人350・大200円・高中小無料　
【所要時間】40分　

62/61・
54

飛鳥寺（安居院）
（あすかでら（あんごいん））

0744-54-2126　高市郡明日香村飛鳥682　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「飛鳥大仏前」（所要14分）、すぐ

9時〜17時半（10〜3月は〜
17時）※受付は15分前まで　

大人350・高中250・小200円　
【所要時間】20分　 62/61

飛鳥坐神社
（あすかにいます）

0744-54-2071　高市郡明日香村飛鳥708　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「飛鳥大仏前」（所要14分）、徒歩5分

参拝自由　
　
【所要時間】20分　 62/61

明日香村埋蔵文化財展示室
（あすかむらまいぞうぶんかざい）

0744-54-5600（文化財課）　
高市郡明日香村飛鳥225-2　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「飛鳥」（所要9分）、すぐ

9時〜17時（入館は30分前ま
で）　
【休み】年末年始

入館無料　【所要時間】20分　
旧飛鳥小学校の建物を利用。明日香村内出土
遺物、キトラ古墳石室模型などを展示。村の
文化財課で発掘している最新情報のスペース
もある。

-/61

国営飛鳥歴史公園館
（あすかれきしこうえんかん）

0744-54-2441（飛鳥管理センター）　
高市郡明日香村平田538　
近鉄「飛鳥」駅、徒歩9分

9時半〜17時（12〜2月は〜
16時半）　
【休み】4・7・11・2月の第2月曜
日(祝日の場合は翌日)・12/29
〜 1/4

入館無料　
史跡・石造物を紹介する写真パネルや立体模
型、目的地までのルート・時間を検索できる
タッチパネル、飛鳥に関する歴史をアニメな
どで紹介。

-/61

安倍文殊院
（あべもんじゅいん）

0744-43-0002　
桜井市阿部645　
JR、近鉄「桜井」駅、徒歩20分/「桜井」駅北口からコ
ミュニティバス（所要7分）で「安倍文殊院」

9時〜17時

Ⓐ本堂拝観中学生以上700・小500円（抹茶・
菓子付） 
Ⓑ霊宝館は中学生以上700・小500円（七まい
りおさめ札・お守り付き） 
Ⓐ+Ⓑ二ヶ所共通拝観券は中学生以上1200・
小800円　
【所要時間】30分

54/54

甘樫丘
（あまかしのおか）

0744-54-2441（飛鳥管理センター）　
高市郡明日香村豊浦　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「甘樫丘」（所要8分）、徒歩15分

見学自由
　
【所要時間】20分　 64/61

斑鳩文化財センター
（いかるが）

0745-70-1200　
斑鳩町法隆寺西1-11-14　
JR「法隆寺」駅から奈良交通バス「法隆寺参道」（所要8
分）、徒歩7分

9時〜 17時（入館は30分前ま
で）　【休み】水曜（祝日や特別
展の場合開館）、12月28日〜
1月3日、他

入館無料　
藤ノ木古墳の主な出土品のレプリカ（馬具類・
刀剣類・装身具類・土器類）などが展示されて
いる。

-/38

率川神社
（いさがわ）

0742-22-0832　奈良市本子守町18　
「近鉄奈良」駅（4番出口）、徒歩7分／ JR「奈良」駅、徒
歩7分

9時〜16時半
子守明神とも呼ばれ、古来より安産・育児の神
として信仰を集める。奈良最古とされる恵比
須様も祀られている。

-/8

石舞台古墳
（いしぶたい）

0744-54-3240（飛鳥観光協会）　
高市郡明日香村島庄133　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「石舞台」（所要21分）、徒歩3分

9時〜 17時（受付は〜 16時
45分）　

一般300・高校生以下100円　
【所要時間】20分

64/61・
54

依水園・寧楽美術館
（いすいえん・ねいらく）

0742-25-0781　
奈良市水門町74　

「近鉄奈良」駅、徒歩15分

9時半〜16時半（入園は〜16
時）　
【休み】火曜（祝日の場合翌日）、
12月末〜1月中旬、9月下旬

一般1200・大高500・中小300円　
【所要時間】30分 11/9

石上神宮
（いそのかみ）

0743-62-0900　
天理市布留町384　
JR、近鉄「天理」駅、徒歩30分

5時半〜 17時半（季節により
変わる）参拝自由　

　
【所要時間】30分　 52/50

犬養万葉記念館
（いぬかいまんよう）

0744-54-9300　
高市郡明日香村岡1150　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「岡寺前」（所要28分）、すぐ

10時〜17時（入館は〜16時
半）　
【休み】水曜

入館無料　【所要時間】30分　
「万葉風土学」を提唱した万葉集研究の第一人
者犬養孝の記念館。犬養がかいた万葉歌墨書
や原稿などを展示し、さらにカフェテラスが
併設されている。

-/61

今井まちなみ交流セン
ター・華甍

（いまい・はないらか）

0744-24-8719　
橿原市今井町2-3-5　
近鉄「八木西口」駅、徒歩5分/JR「畝傍」駅、徒歩8分

9時〜17時（入館16時半まで）
【休み】年末年始

入館無料　【所要時間】30分　
江戸時代の町並みを残す今井町についての展
示コーナー、伝統的な町家の外観などを鮮明
な画像で紹介する映像シアター、また情報提
供の図書閲覧室等がある。

-/60

今西家住宅
（いまにしけ）

0744-25-3388（今西家保存会）　
橿原市今井町3丁目9-25　
近鉄「八木西口」駅、徒歩10分

10時〜 17時（お昼休）※入館
は16時半まで　【休み】月曜

（祝日の場合次の平日）
高校生以上500・中学生以下250円　
完全予約制（問合せは16時まで） 60/60

今西家書院
（いまにしけしょいん）

0742-23-2256　奈良市福智院町24-3　
「近鉄奈良」駅、徒歩15分／ JR「奈良」駅・「近鉄奈良」
駅から奈良交通バス「福智院町」（所要8分・4分）、徒歩
3分

10時半〜16時（入館15時半
まで）　
【休み】月・火・水曜・夏期・冬期
休暇/要確認

一般400円・高校生以下350円　
室町時代の様式を伝える書院造りの建物。手
入れされた庭を眺めながら抹茶がいただける

（別途料金）。
-/9

浮見堂（鷺池）
（うきみどう（さぎいけ））

奈良市高畑町　
JR「奈良」・「近鉄奈良」駅から奈良交通バス「春日大社
表参道」（所要11分・5分）、徒歩5分

見学自由　
奈良の時代からあるような雰囲気の浮見堂は
実は大正5年（1916）に建てられ、のち修復。
8月15日はライトアップもされ、高円山の「奈
良大文字送り火」の格好のビューポイント。

-/9

ウワナベ古墳・コナベ古墳
（うわなべ・こなべ）

奈良市法華寺町宇和奈辺　
JR「奈良」駅・「近鉄奈良」駅から奈良交通バス「航空自
衛隊」（所要20分・13分）、すぐ

見学自由　
日本古墳時代中期（5世紀）を代表する巨大な
前方後円墳。東側が全長255mのウワナベ、
ひと回り小さな西側がコナベで全長204m。

22/23

大野寺
（おおのでら）

0745-92-2220　宇陀市室生区大野1680　
近鉄「室生口大野」駅、徒歩7分 8時〜17時(冬季は〜16時) 大人300・高校生以下無料　

【所要時間】20分　 57/58

大神神社
（おおみわ）

0744-42-6633　
桜井市三輪1422　
JR「三輪」駅、徒歩5分

参拝自由
宝物収蔵庫は9時半〜15時半

（毎月1日・土曜・日曜・祝日）　
大人300・高校生以下100円（宝物収蔵庫）　
【所要時間】60分　 53/50

岡寺（龍蓋寺）
（おかでら（りゅうがいじ））

0744-54-2007　高市郡明日香村岡806　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「岡寺前」（所要28分）、徒歩10分

8時半〜17時（12〜2月は〜
16時半）

大人400・高300・中200円・小無料　
【所要時間】30分　
本堂内部の特別拝観は毎年4月〜6月他

63/61・
54

鬼の俎・鬼の雪隠
（おにのまないた・せっちん）

高市郡明日香村野口・下平田　
近鉄「飛鳥」駅、徒歩15分 見学自由　 64/61

名称 電話・所在地・交通・最寄 時間・休み 料金・所要分ほか 解説 /地図
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奈良社寺・文化施設一覧

く

こ

き

か海住山寺
（かいじゅうせんじ）

0774-76-2256　
京都府木津川市加茂町例幣海住山20　
JR「加茂」駅から奈良交通バス「岡崎」（所要3分）、徒歩
40分

9時〜16時半　
本堂（本尊重文十一面観音菩薩）500円(入山
料を含む)※ハイキング・写真撮影・散策等の
方は入山料100円（文化財特別公開期間中の
入山料は300円）　【所要時間】30分　

35/34

海龍王寺（隅寺）
（かいりゅうおうじ（すみでら））

0742-33-5765　奈良市法華寺北町897　
JR「奈良」駅・「近鉄奈良」駅から奈良交通バス「法華寺
前」（所要16分・9分）、すぐ

9時〜16時半（特別公開は〜
17時）　【休み】8/12〜17・
12/24〜31

大人500・高中200・小100円 
大人600・高中300・小100円（特別公開時）　
【所要時間】20分　

24/23

香芝市二上山博物館
（かしばしにじょうさん）

0745-77-1700　
香芝市藤山1ｰ17ｰ17　
JR「香芝」駅、徒歩12分／「近鉄下田」駅、徒歩8分

9時〜17時（入館16時半まで）
【休み】月曜（祝日の場合翌日）、
12/28〜1/4

常設展示大人200・大高150・中小100円 
令和6年4月より大人300円　
【所要時間】40分　

48/45

橿原神宮
（かしはら）

0744-22-3271　
橿原市久米町934　
近鉄「橿原神宮前」駅（中央出口）、徒歩10分

6時〜17時（季節により異なる） 
宝物館は土・日・祝休日開館の9時
〜 16時（平日は10時〜15時）
【休み】展示替期間（宝物館）

宝物館は大人300・大高中200円・小学生以下
無料　 
特別展は中学生以上700円　
【所要時間】45分　

60/60

橿原考古学研究所附属博物館
（かしはらこうこがく）

0744-24-1185　橿原市畝傍町50ｰ2　
近鉄「畝傍御陵前」駅、徒歩5分

9時〜17時（入館は〜16時半）
【休み】月曜（祝日の場合翌日）、
12/28〜1/4

大人400・大高300・中小200円　
※特別展はプラス入館料が必要 60/60

橿原市昆虫館
（かしはらしこんちゅうかん）

0744-24-7246　
橿原市南山町624　
近鉄「大和八木」駅南出口からかしはら市コミュニ
ティバスで「橿原市昆虫館」（所要30分）、すぐ

9時半〜17時（10〜3月は〜
16時半）入館は30分前まで　
【休み】月曜（祝日の場合翌日）
※夏休み期間を除く・年末年始

大人520・大高410・中小及び4才以上100円
【所要時間】60分　 54/54

春日大社
（かすがたいしゃ）

0742-22-7788　奈良市春日野町160　
JR「奈良」駅・「近鉄奈良」駅から奈良交通バス「春日大
社本殿」（所要13分、8分）、すぐ／奈良交通バス「春日
大社表参道」（所要11分、5分）、徒歩10分

参拝自由6時半〜17時半（11
〜2月は7時〜17時）本殿特
別参拝は9時〜16時※祭事に
より変更あり　

本殿特別参拝は500円　
【所要時間】90分　 20/9

春日大社国宝殿
（かすがたいしゃこくほうでん）

同上　 10時〜17時（入館16時半まで）
　【休み】年4回の展示替期間

一般500・大高300・中小200円　
【所要時間】30分　 20/9

春日大社神苑萬葉植物園
（かすがたいしゃしんえんまんよう）

同上　
9時〜 16時半（入園は16時ま
で）　【休み】3月〜11月無休、
12〜2月は月曜（祝日等は翌日）

高校生以上500・中小250円　 20/9

葛城市相撲館「けはや座」
（かつらぎしすもうかんけはやざ）

0745-48-4611　葛城市當麻83-1　
近鉄「当麻寺」駅、徒歩3分

10時〜17時　【休み】火・水曜
（祝日の場合は開館）・年末年始 高校生以上300・中小150円　 47/45

金屋の石仏
（かなやのせきぶつ）

0744-42-9111（桜井市観光まちづくり課）　
桜井市金屋　
JR「三輪」駅、徒歩15分

見学自由　
　
　 54/50

亀形石造物
（かめがたせきぞうぶつ）

0744-54-4577（明日香村地域振興公社）　
高市郡明日香村岡　
近鉄「橿原神宮前」駅から明日香周遊バス（赤かめ）で

「万葉文化館西口」（所要15分）、すぐ

9時〜17時（12月〜2月は9
時〜16時）※入場は15分前ま
で　
【休み】年末年始・荒天時は閉場
する場合あり

高校生以上300・中学生以下100円（文化財保
存協力金）　
湧水を受け流水・排水する不思議な石造施設
遺構。祭祀の場では、とも。花崗岩の石塊を
成形して亀の形を彫ったもので、甲羅部分を
水槽状に加工している。小判型石造物もある。

-/61

河合家住宅
（かわいけ）

0744-29-7815（今井町並保存整備事務所）　
橿原市今井町1-7-8　
近鉄「八木西口」駅、徒歩8分

9時〜16時半（12時〜13時
は休み）　
【休み】不定休

無料（1Fのみ）　 60/60

元興寺（極楽坊）
（がんごうじ（ごくらくぼう））

0742-23-1377　奈良市中院町11　
「近鉄奈良」駅、徒歩15分／ JR奈良駅、徒歩20分／
奈良交通バス「福智院町」、徒歩5分

9時〜17時（受付16時半まで）
大人500・高中300・小100円　
【所要時間】30分　
※特別展開催時は大人600円

15/8

漢国神社（林神社）
（かんごう）（りん）

0742-22-0612　奈良市漢国町2　
「近鉄奈良」駅、徒歩1分／ JR「奈良」駅、徒歩10分 参拝自由6時〜 18時　

　
【所要時間】10分　 11/8

岩船寺
（がんせんじ）

0774-76-3390　京都府木津川市加茂町岩船上ノ門43
JR「加茂」駅から木津川市コミュニティバス「岩船寺」

（所要16分）、すぐ

8時半〜17時（12〜2月は9
時〜16時）※受付は15分前ま
で　

大人500・高中400・小200円　
【所要時間】40分　 34/34

喜多美術館
（きたびじゅつかん）

0744-45-2849　
桜井市金屋730　
JR線「三輪」駅、徒歩7分／近鉄「桜井」駅、徒歩15分

10時〜17時（入館は16時半ま
で）　【休み】月曜・木曜（祝日の
場合翌日）、夏休み、年末年始

常設展・特別展共で大人800・大高700・中小
200円（保護者同伴要）　 54/50

吉田寺（ぽっくり往生の寺）
（きちでんじ）

0745-74-2651　生駒郡斑鳩町小吉田1-1-23　
JR「法隆寺」駅、徒歩20分/近鉄「筒井」駅から奈良交
通バスで「竜田神社前」（所要15分）、徒歩5分

9時〜16時　 300円　
【所要時間】15分　 43/38

キトラ古墳壁画体験館
（四神の館）

（しじんのやかた）

0744-54-5105　高市郡明日香村大字阿部山67　
近鉄「飛鳥」駅から奈良交通バス（飛鳥キトラ線）で「キ
トラ」（所要5分・便少）、すぐ/近鉄「壺阪山」駅から徒
歩12分

9時半〜 17時（12月〜 2月は
〜 16時半）　
【休み】年末年始

入館無料　【所要時間】60〜120分　
体験の勾玉づくりは400円〜、海獣葡萄鏡づ
くりは大型1500円・小型600円、古代ガラス
制作は1000円※要予約

65/61

金峯神社
（きんぷ）

0746-32-3012（宮司宅）　吉野郡吉野町吉野山1651
吉野山ロープウェイ「吉野山」駅から徒歩120分

参拝自由　
【休み】義経隠れ塔は不定休

300円（義経隠れ塔の入塔料、要予約）　
【所要時間】60分　 72/68

金峯山寺（蔵王堂）
（きんぷせんじ（ざおうどう））

0746-32-8371　吉野郡吉野町吉野山2498　
吉野山ロープウェイ「吉野山」駅、徒歩10分

8時半〜16時　
【休み】なし

大人800・高中600・小400円（秘仏本尊特別
開帳期間は大人1600・高中1200・小800円）
【所要時間】30分　

69/68

弘福寺（川原寺跡）
（ぐふくじ（かわはらでらあと））

0744-54-2043　高市郡明日香村川原1109　
近鉄「橿原神宮前」駅東口から明日香周遊バス（赤か
め）で「岡橋本」（所要18分）、すぐ

9時〜17時　
【休み】不定休

300円　
【所要時間】20分　 64/61

久米寺
（くめでら）

0744-27-2470　橿原市久米町502　
近鉄「橿原神宮前」駅、徒歩6分

9時〜17時（受付は〜16時半）
【休み】無休

境内自由大人400・高中200・小100円（本
堂）、あじさい園は別途料金　
【所要時間】20分（あじさい園20分）　

60/60

天理市立黒塚古墳展示館
（くろづか）

0743-67-3210　
天理市柳本町1118-2　
JR「柳本」駅、徒歩5分／ JR・近鉄「天理」駅北口から奈
良交通バス「柳本」（所要15分）、徒歩5分

9時〜17時　
【休み】月曜（祝休日の場合翌日
も休み）・祝日・年末年始

入館無料　【所要時間】30分　
全長132ｍの古墳時代前期の前方後円墳。展
示館では発掘調査時の竪穴式石室や、三角縁
神獣鏡などの副葬品の配列を正確に再現。

-/50

興福寺国宝館
（こうふくじこくほうかん）

0742-22-5370　
奈良市登大路町48　

「近鉄奈良」駅、徒歩7分

9時〜 17時(入堂は〜 16時
45分)　
【休み】無休

大人700・高中600・小300円東金堂との共通
券は大人900・高中700・小350円　
【所要時間】興福寺全体で60分　

12/8

興福寺中金堂
（こくふくじちゅうこんどう）

0742-22-7781　同上　
「近鉄奈良」駅、徒歩7分

9時〜 17時(入堂は〜 16時
45分)　【休み】無休

大人500・高中300・小100円　
【所要時間】興福寺全体で60分　 12/8

興福寺東金堂
（こうふくじとうこんどう）

0742-22-7781　同上　
「近鉄奈良」駅、徒歩7分

9時〜 17時(入堂は〜 16時
45分)　【休み】無休

大人300・高中200・小100円国宝館との共通
券は大人900・高中700・小350円　
【所要時間】興福寺全体で60分　

12/8

※新型コロナウィルスの影響で拝観・見学停止や時間短縮・予約制など変更する場合がございます。詳しくは各社寺・見学施設WEBのご確認、お問合せをお願いします。
※時間は季節・天候によって若干変わる場合があり、また、内容は各物件の都合等により、予告なく変更される場合があります。記載内容は2023年11月調査分のものです。
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奈良市観光経済部観光戦略課　…… 0742-34-4739
奈良市柳生観光協会　……………… 0742-94-0002
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